










































































































令和元年度社会福祉法人吉川仲よし会事業報告書 

１．法人運営 

１-1 法人運営目的 

    多彩な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう

創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身ともに健

やかに成育されるよう支援することを目的とする。 

1-２ 法人本部事業計画案 

月 会   議   名 

５月 監査会・理事会 

６月 定時評議員会・理事会 

9月 理事会 

１１月 理事会 

１２月 理事会 

３月 理事会（新型コロナウイルス蔓延予防のため書面決議） 

1-３ 法人が運営する保育所     

保育園名 住所 定員 園長 

吉川つばさ保育園 埼玉県吉川市保 1-24-1 60 人 会田勝一 

ナーサリールームつば

さ 

埼玉県吉川市保 1-8-3 
19 人 

前田真知子 

市野谷つばさ保育園 千葉県流山市市野谷 117-27 60 人 会田亮平 

     受入内訳                             

            （単位/人） 

年  齢 ０才 １才 ２才 ３才 ４才 ５才 合計 年平均 

吉川つばさ 

保育園 

定員 3 4 6 15 16 16 60  

受入数 72 144 144 171 175 172 878 73 

ナーサリー 

ルームつば

さ 

定員 3 8 8 ‐ ‐ ‐ 19  

受入数 36 91 89 ‐ ‐ ‐ 216 18 

市野谷つば

さ保育園 

定員 3 10 11 12 12 12 60  

受入数 72 144 144 138 145 ‐ 643 53 

1-４ 吉川つばさ保育園保育室増設工事入札について 

①  入札結果 

業者名 入札価格（税込） 入札結果 

高元建設株式会社 金 40,425,000 円  

株式会社会澤工務店 金 37,950,000 円 決定 

株式会社水谷工務店 金 39,600,000 円  

②  工期  新型コロナウイルスの感染予防のため工期は未定 



２．保育園運営 

吉川つばさ保育園運営 

１－１ 保育目標 

(1) 全体的な計画 

①  年間活動テーマ「色の不思議」についての取り組は充実していなかった。次回

への課題である。 

②  重点目標である「水害対策マニュアルの充実・保育技術向上のための研修の実

施」については、水害対応については避難訓練の様子から改善点などが上がり

、マニュアルの改善ができた。保育技術の向上では、子どもへの言葉かけなど

子供の人権など意識した肯定的な言葉かけよく出来ている。ただし、保育環境

作りは頑張ってはいたが年間活動テーマなど意識した環境が十分ではなった。 

 (2) 特色ある保育 

  ア 運動会 

ナーサリールームと合同で実施。「ふれあい」をテーマに種目を組んでいく中

で、異年齢との新しい組み合わせや、親子競技の内容、お遊戯でもふれあいが持

てる動きを取り入れた。練習では、配慮が必要な子の練習意欲が日によって違い、

参加できない日があり全体での統一に苦労が見られた。日々練習に取り組んでい

る他児への影響も大きいことから次回への種目や内容を検討する。 

イ 発表会 

ナーサリールームと合同で実施。各クラス発達や子どもの様子を考慮した内容

となっていた。今年度から駐車場を抽選形式にしたが、大きな問題もなく実施で

きたので今後も取り入れていく。当日はプロジェクターの配置場所の変更があっ

たが会場係の案内もありスムーズに進むことができた。しかし後日アンケートに

て、新入園児の保護者から待機のタイミングがわからないなどの意見があったこ

とからお知らせ内容を検討する。 

  ウ スポーツ教室 

年長児で縄跳びや鉄棒など苦手な子供が例年より多く見られた。日々の遊びの

中で取り入れることも少なかったように感じる。令和 2 年度より組体操やバルー

ンを集中して練習することがなくなるのでスポーツ教室を含め費の簿活動の見直

しが必要である。 

エ 書道教室 

講師からの希望もあり前半と後半に分かれて行う。子ども達は意欲的に参加し、

初めの頃は筆を回しながら書いていた子も、書き進めるうちに力の加減ができる

ようになり正しい筆の運びを覚えていった。 

オ 絵本の読み聞かせ 

外部の講師による絵本の読み聞かせは、講師の体調が悪く実施できなかった。

しかし、日々の保育の中で十分行えている。 

 



カ リズム遊び 

担任が中心となって進める。異年齢同士で行うことでお互いが刺激となって行え

ていた。職員の肯定的な声掛けで子ども達のやる気にもつながっていた。 

キ 見守る保育をとりいれた保育を実践します 

子ども達が選択できるような保育や肯定的な声掛けはできていたが、子ども達

が選択しやすいように見てわかる環境作りを前半からはできておらず後半に取り

入れる形になった。問題を見つけ改善につながったことは良いが、クラス担任が

変わっても良いところは続けていけるようにし、さらに一歩進んだ環境の提案が

できるよう職員の見守りに対する知識を増やしていくようにする。 

ク ピアニカ指導 

発表会に向けての活動から始まったが、発表会後、コーナーで楽譜を置いたこ

とでピアニカを弾く子が多かった。 

ケ 文字や数字の学習 

文字はワークに沿って書くことを覚え、就学に向けて連絡帳の記入練習も行っ

た。数字は簡単な足し算・引き算は式から答えを導き出すことができていたが、

文章問題になると正解率が落ちた。本を読むことや文を読んで理解することも取

り入れていくようにする。 

コ ５歳児クラス プログラミング遊び、英語遊びを実施。 

１－２保育事業 

4 月 入園式、AED 研修 

5 月 子どもの日会、保育参観懇談会、 

6 月 運動会遠足 

7 月 交通安全教室、七夕会 

8 月  

9 月 祖父母参観、幼児組徒歩遠足、高齢者地域交流会、秋祭り 

10 月 遠足、高齢者地域交流会 

11 月 市内年長児合同運動会、発表会 

12 月 卒園遠足、お餅つき、防犯教室、クリスマス会 

1 月  

2 月 成長展 

3 月 ひな祭り会、お別れ会、卒園式 

   ＊お誕生会、避難消火訓練は毎月実施      

１－３防災訓練及び消火訓練 

     毎月実施することが出来た。子ども達は月を追うごとにおしゃべりをしなくな

り、安全マークの下に集まれるようになってきた。ただし、引き渡し訓練は、天候の

都合により実施することが出来なかった。 

 



１－４給食 

①  食育活動 

  行事食を含めたクッキング活動を通して、食や健康・日本の伝統への関心を高め

ることが出来た。しかし、鮭を使って「いただきます」「ごちそうさま」の意味を知

らせようと計画したが鮭がうまく仕入れることが出来ず実施することが出来なかっ

た。栽培活動で収穫した茄子やじゃがいもなどを調理することで、苦手な茄子が食べ

られる子どもがいた。子ども達にとって食育活動が有意義な体験となった。主な活動

は次のとおり。 

〇芋煮会、餅つき会、月見団子作り、味噌作りなどのクッキング活動を月に1～2回

実施 

〇バランスの良い食事を理解するために、三食食品群のグループ分けを実施 

〇旬の食材をイラストにして毎月壁に掲示し、週に1度ほど、旬の食材当てゲーム

を実施 

○じゃがいも、なす、ミニトマト、枝豆、小松菜、大根などを栽培 

②  栄養給与実績 

 区分 

熱量 

ｋca

l 

蛋白質 

ｇ 

脂質 

ｇ 

カルシ 

ウムｍ

ｇ 

鉄 

ｍｇ 

ビタミン 

Ａ 

μg 

Ｂ1 

ｍｇ 

Ｂ2 

ｍｇ 

Ｃ 

ｍ

ｇ 

３歳未

満児 

目

標 
511 

16.6 

～25.6 

11.4 

～17.0 
213 2.3 188 0.25 0.30 18 

実

績 
542 21.4 16.1 259 3.0 209 0.46 0.35 18 

３歳以

上児 

目

標 
615 

20.0 

～30.8 

13.7 

～20.5 
259 2.4 214 0.32 0.36 18 

実

績 
615 23.9 18.7 269 3.4 248 0.56 0.39 22 

＊必要な栄養量は、バランスよく供給することができた。 

１－５子育て支援事業 

事業名 参加者数 

子育て相談 地域はなし。在園児保護者は随時行った。 

なかよし広場 6世帯 

つばさ水族館 無 

つばさフリーマーケット 無 

応援定期預金 長期入院のこども達への支援（国立成育医療研究センター）  



一日保育士体験 16世帯 

トマト苗の配布 保護者15世帯 

１－６職員研修・会議等 

①  研修 

ア 園内研修 

   〇防災情報及び避難誘導研修（2回） 

   〇第三者評価事前研修（4回） 

   〇自己評価（1回） 

イ 園外研修 

   〇キャリアアップ研修 

   〇発達支援研修 

   〇乳児・幼児保育の質を高める研修 

   〇自立と関わる力を育む保育環境・GT研修他    

②  会議 

会議名 備      考 

職員会議 13回 

乳児・幼児ケース会議 随時 

給食担当者会議 １２回 

随時行う会議 ヒヤリハットケース会議、行事等打ち合わせ会議、その他

実施 

 

ナーサリールームつばさ 

２-１ 保育目標 

(1) 全体的な計画 

①  年間活動テーマー「笑顔」。春夏秋冬の季節ごとに 4 回に分け子どもの笑顔写

真を貼 

0 歳 1 歳 2 歳共同で製作し室内の環境とした。また、保護者に「家庭でのえが

おフォト」と題して、季節ごとの家での写真にコメントを添えて持ってきても

らい、室内に掲示した。子ども達も、その写真をみて家での話をしてくれたり

、保護者もお友だちのコメントを見て楽しむ姿が見られた。 

②   重点目標である「見守り保育の充実」について、室内環境は、その時期や発

達に 

合ったものをその都度変える事ができていたが、見守る保育に即した言葉がけ

や大きな声を出さないなど十分ではなかったと感じる。継続的な課題である。 

 （２）特色ある保育 

  ア 運動会 

      連携園との合同運動会。吉川つばさ保育園の園庭で行った。２才児組は



、月齢の低い子や、配慮が必要な子が大泣きするなど昨年に比べると、ダンス

を発表するという形式に疑問を感じた。日頃の保育活動では、運動会で踊る曲

を４月当初からかけて、曲に親しむことができていた。また、０才、１才クラ

スの進級、新入園児の子達も日頃の活動で、一緒に楽しく踊れていたことはよ

かった。親子で触れ合う競技は、みんな笑顔で参加することができた。 

イ 発表会 

     連携園との合同発表会を吉川つばさ保育園の会場で行った。２才クラスは、

春の運動会の時よりも成長がみられ本番も泣くことなく楽しく参加できた。日頃の

保育の中でも 0 歳から 2 歳までみんなで楽しくダンスをする姿がみられた。また、

配慮が必要な子にも楽しくダンスができるように担任が工夫し、本番も発表出来た

ことが自信にもつながり、保護者も喜んで感謝のご意見をいただけた。0 歳 1 歳児

クラスの子達は、本番はたくさんの観客に圧倒された表情で、あまり体を動かすこ

とがなかったが、喜んで踊っていた練習風景をお知らせして保護者にも子どもたち

の成長発達を伝えた。 

 ウ リズム遊び 

    2 歳児が楽しそうに参加している姿を見て 0 歳、1 歳もやってみたいという気

持ちが芽生えたので、みんなで行うことはとても良かった。 

エ 見守る保育をとりいれた保育を実践します 

年齢にとらわれず発達の少し前の子の活動を見てまねすることができるので、自

発的に発達を伸ばすことがとても良かった。この保育方法は、保育所保育指針の内

容を実現する保育方法です。 

 オ 描く活動 

    週 1～2 度は、黒マーカーでのなぐり描きを取り入れた。マーカーだと筆圧の無

   い 0 歳 1 歳も描くことができるので、表現の幅もひろがった。また、描くことと、

   話をすることを表現することや、友達の描くことを見てまねすることで、たくさ

   ん描き、発語も増えた。 

 カ 感触遊び 

週に 1 度は、感触感覚遊びを取り入れることにより、配慮が必要な子達にも良い

刺激になり、触ることに抵抗がなくなった。特にスライムは、みんな気に入り、保

育参観でもスライム作って保護者にも感触遊びの良さを伝えることができた。砂遊

びも大好きなので、連携園の砂場で遊ぶ事ができた。 

２-２ 保育行事      

4 月 入園式、AED 研修 

5 月 子どもの日会 

6 月 運動会 

7 月 七夕会 

8 月  



9 月 保育参観、ごっこ遊び 

10 月 遠足 

11 月 発表会 

12 月 クリスマス会 

1 月  

2 月 節分会、成長展 

3 月 ひな祭り会、お別れ会、卒園式 

   ＊お誕生会、避難消火訓練は毎月実施 

2-３ 防災訓練及び消火訓練 

     毎月実施することが出来た。進級児のまねをして、新入園児も「あんぱんまん

の安全マーク」に集まれるようになり、泣かずに避難できるようになった。引き

渡し訓練は、悪天候のため、連携園では行わず自園でおこなった。 

２-４ 給食 

③  栄養給与目標  

区分 

熱量 

ｋca

l 

蛋白質 

ｇ 

脂質 

ｇ 

カルシ 

ウムｍ

ｇ 

鉄 

ｍｇ 

ビタミン 

Ａ 

μg 

Ｂ1 

ｍｇ 

Ｂ2 

ｍｇ 

Ｃ 

ｍ

ｇ 

３歳未満

児 
511 

16.6～

25.6 

11.4 

～17.0 
213 2.3 188 0.25 0.30 18 

④  食育活動 

〇八百屋さんの納品があると、子ども達がいち早く取りに行き給食室に運んでいた。 

給食室に届けると、調理の先生が食材の名前を教えてくれるので、子どもたちも

覚えてまねしていた。後半は、歩けるようになった0歳児もまねをして野菜を運ぶ

姿が見られた。 

  〇牛乳が苦手な2歳児がいたので、牛乳にまぜてつくる「フルーチェ」作りを2歳児の

調理活動として行った。三角巾、スモック、マスク着用を喜び楽しい活動にでき、

苦手な子も食べることができた。 

2-５ 研修・会議等 

③  研修 

ア 園内研修 

   〇防災情報及び避難誘導研修（2回） 

   〇感染症などの取りくみについて 

   〇事故防止マニュアルについて 

   〇アレルギーガイドラインの改訂について 

   〇自己評価（1回） 

 



イ 園外研修 

   〇キャリアアップ研修 

   〇発達支援研修 

   〇乳児・幼児保育の質を高める研修 

   〇自立と関わる力を育む保育環境・GT研修 

   〇児童虐待防止サポーター研修 

   〇乳幼児の食事とアレルギー 他    

④  会議 

会議名 備      考 

職員会議 13回 

乳児・幼児ケース会議 随時 

給食担当者会議 １２回 

随時行う会議 ヒヤリハットケース会議、行事等打ち合わせ会議、その他

実施 

 

市野谷つばさ保育園運営 

３－１ 保育目標 

 (1) 全体的な計画 

 ①年間テーマ「植物と昆虫の季節」に関しては主任が中心となってアゲハチョウ

の成長を観察し、日々の様子や子どもが描いた絵を成長展で見せる等、保護者に

も様子を見ていただくことができた。春夏秋冬を感じられる植物や昆虫の写真を

家庭で撮影し飾ることで興味を持ってもらえる機会を作った。 

 ②重点目標「見守る保育の実践・体力向上につながる遊びの充実」については見守

る保育の実践については個々の意識の差が大きく、研修に行った後でも意識して

実践しようとしている職員とそうでない職員との差が大きかった。来年度は園内

研修等で見守る保育について学ぶ機会や考える機会を増やしたい。体力向上につ

ながる遊びの充実については外部講師を呼んでの研修も行い前年度より意識的に

体を動かせる環境を構成したり、活動に取り入れたりする等していた。 

 (2) 特色ある保育 

  ア 運動会 

    今年度から 6 月の開催になったが会場は昨年度同様小学校の体育館をお借り

し、駐車場も園庭を借りることができたため滞りなく会場運営できた。子どもた

ちは昨年と同じ会場ということもあり落ち着いて楽しむことができていた。クラ

スの数は増えたが 1 クラスの種目数を変えずにプログラムを組んだが時間も予定

通りに終えることができた。0,1 歳児クラスは親子との触れ合いが主となる内容で

保護者の方も楽しみながら参加して頂けた。2,3,4 歳児クラスのお遊戯は年齢に応

じた内容で大勢の人が見ている前でも楽しみながら堂々と表現できていた。アン

ケート内容は運営、内容共に良い意見が多かったが、会場について広さや暑さに



関する意見が何件かあったので、来年度の運動会会場を考える際の参考にする。 

イ 発表会 

発表会の進行や内容などは担当を中心に早めに準備を進めることができていたが、

練習開始の時期が遅くなってしまったクラスは、ギリギリになって練習ばかりの保

育内容になってしまっていた。早めに練習を始めたクラスの子どもたちと普段の生

活の様子を比べても活動への意欲に差があったように感じた。 

ウ 見守る保育をとりいれた保育を実践します 

 子どもが遊びを選択する際に、保育士のねらいがなかったことで遊びたい遊びを

選ぶだけになってしまっていた。年度の終わり頃になり保育士のねらいのある遊び

の中から子ども達が選択できるようになっていたので、来年度も継続していきたい。

見守る保育に対する知識が園全体として乏しいので、個々の意識を向上させ、園全

体での共通理解を深めることで、より良い保育環境を作っていきたい。 

エ リズム体操 

積極的に乳児幼児共に取り入れていた。乳児幼児どちらの子ども達も楽しそうに

参加していた。異年齢で行うことで見る見られるの関係性が生まれ良い刺激になっ

ていた。 

オ 読み聞かせ 

日々の保育の中で取り入れられていた。絵本コーナーを有効に活用していくこと

も考えていきたい。 

カ 鍵盤ハーモニカ指導 

発表会に向けて取り組んでいるようだった。普段の活動から取り入れることで興

味を持つ子どもも増えると思うので来年度は早い段階から活動できるようにしたい。

発表会後もあまり活動として取り入れられていなかったので積極的に取り入れるよ

うにする。 

キ クッキング活動 

子ども達は調理活動に楽しく参加をしており、調理工程における大変さや変化の

不思議さを感じている様子だった。ただし、準備不足や連携が取れていないことが

多く、活動が滞ることや時間内に終わらないこと、計画とは違う動きになるという

ことが多かったのが反省としてある。 

主な活動 

○二カ月に一度程度の調理活動 

○食材の断面図クイズ、断面図や断面図から想像される食材のお絵かき 

○ミニトマト、ジャガイモ、米の栽培、収穫 

ク 文字や数字の学習 

年長児がいなかったため学習としては取り入れなかったが、ワークを使ったり絵

本の読み聞かせをしたりする中で文字や数字に興味を持てる機会を多く持とうとし



ていた。流山市より就学までに自分の氏名を平仮名で書けることと、知っている語

彙数を多くし文字に関心を持てるようにしてほしいということを求められているの

で、来年度の学習の時間や普段の活動でも意識をしていきたい。 

３－２ 保育事業 

4 月 入園式、AED 研修、子どもの日会 

5 月 保育参観懇談会 

6 月 運動会、交通安全教室 

7 月 七夕会 

8 月  

9 月 祖父母参観、秋祭り 

10 月 幼児組徒歩遠足、防犯教室 

11 月 感謝祭 

12 月 発表会、お餅つき、クリスマス会 

1 月  

2 月 節分会、成長展 

3 月 ひな祭り会、お別れ会、卒園式 

 

３－３防災訓練及び消火訓練 

   毎月実施することができた。口に手を当てて避難したり、放送が流れても落ち着い

て職員の指示を聞けたりできるようになってきた。職員が安全マークを意識したり、

どこが安全かを考慮したりすることができないことも多かった。リーダーを中心に見

直し、改善を図る。 

３－６栄養給与目標 

区分 

熱量 

ｋca

l 

蛋白質 

ｇ 

脂質 

ｇ 

カルシ 

ウムｍ

ｇ 

鉄 

ｍ

ｇ 

ビタミン 

Ａ 

μg 

Ｂ1 

ｍ

ｇ 

Ｂ2 

ｍ

ｇ 

Ｃ 

ｍ

ｇ 

３歳未満児 

目標 503 
17.1 

～26.3 

11.7 

～17.5 
213 2.3 188 

0.2

5 

0.3

0 
18 

実績 
559 208 16.4 307 3.4 215 

0.4

2 

0.3

1 
17 

３歳以上児 

目標 546 
18.4 

～28.2 

12.5 

～18.8 
259 2.4 214 

0.3

2 

0.3

6 
18 

実績 
588 22.4 16.9 252 3.5 256 

0.5

0 

0.3

2 
20 

※昨年度に続き栄養量に過不足が生じているので献立を立てる際に注意する。 

 



３－４職員研修・会議等 

①  研修 

ア 園内研修 

     ○自己評価（1回） 

     ○各年齢児の発達について（2回） 

     ○保護者対応（1回） 

     ○アレルギー対応について（1回） 

イ 園外研修 

   ○救命救急研修 

   ○キャリアアップ研修 

   ○幼児向け運動研修 

   ○流山市私立保育所協議会主催研修 

②  会議 

各種会議を行い、職員間の連携を図り、報告、連絡、相談の徹底を図る。会議の内容

は、会議録を作成し、全職員に回覧し周知します。 

会議名 備考 

職員会議 13回 

乳児・幼児ケース会議 随時 

給食担当者会議 月１回 

随時行う会議 ヒヤリハットケース会議、行事等打ち合わせ会議、そ

の他実施 

３－５子育て支援事業 

事業名 参加者数 

なかよし広場 無 

お家でできる運動あそび 2世帯 

 

 

 

 


